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主な特長/付属品 2 


2.4GHz DIGITAL WIRELESS HEADPHONE 

MHP-UW2 


取扱説明書 



お買い上げいただきまして、ありびとラご 
ざいます。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読 
みいたださ、正しくお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見日れる 
所に裏表紙に記載の保証書ととちに大切に 
保管して < ださし、。 


を全上のごを意 
(がずお読みください) 


各部の名前と主な働さ 


へッドホンとトランスミッターの -7 
ペアリングを行う ' 

へッドホンを使う 8 


主な仕様/修理こついて 


オンキヨーご 相談窓□- 
修 S 窓 □のご 案内 

保証書 裏表紙 





主な特長 


■ 2.4 GHz の電波を使用したワイヤレスへッドホン 

■ iPod コネクタに接続した iPod ①音楽をワイヤレスへッドホン本体で簡単操作 
■ 直線距離約1 Om の到達性首目 

(ご使用の環境によって異なりまず） 

■ ル型リチウムイオン電池の採用で、コンパクトボディを実現 

■ トランスミッターの iPod コネクタをフレキシブル化ずることで iPod 側のコネクタの負 
巧を軽減 

■ トランスミッターの03.已ステレオミニ入力により、 iPodlU がのデジタルオーディオ 
プレーヤーにも対応 

■ 充電用 AC アダプターを付属し、か出先でも簡単充電 

■充電池び切れた時でも、付属の03.已ステレオ S ニケーブルを使用ずれば、有線タイプ 
のへ ッドホンとして使田可能 

■ USB ポートか5簡単に給電ができる専用充電用ケーブル 
■ 肌あたりのやさしいイヤークッシヨン採用 

• iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc . の商標または登録商標です。 

ごミち意 

• 2.4 GHZ 用周波数帯域を利用する、無線 LAN 、 電子レンジ、デジタルコードレス電話、巳 lueto 日 th など 
の機器の近くでは、電波び干渉して音が途切れることびありますが、本機の故障ではありません。 

• PC (パソコン）の音楽をワイヤレス送信はできません。 

•ヘッドホンの八ウジング部を手のひ6で覆ったりすると、一時的に音び途切れることびあります。また、 
トランスミッターをあ服のポケット等に入れ、ポケットの中で肌に近づいた場含も、一時的に音が達切れ 
ることびありますび、本機の故障ではありません。 


y-LSCD ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめください。 

1\]/胃ロロ （） 内の数字は数量を表しています。 


•へッドホン本体（受信部) （1)• トランスミッター（送信部) （1) 


•巧電巧 AC アダプター （1) 
(100 V 専巧） 




♦ ¢3.已ステレオミニプラグケーブル 
(短） （1) (トランスミッター接続用) 



•取扱説明書（保記書、オンキヨーご相談窓口•修理窓口のご案内付)(本書 1) 
• ユーザー登録力ード （1) 
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ま全上のごミ主意 

安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のごま意」を必ずお守 
0 ください。 


r 警告」と「ま意」の見かた 

間違った使いかたをしたとさに生じること 
が想定される危険度や損書の程度によって、 

「警告」と r ま意」に区分して説明しています。 



誤った使いかたをすると、 
火災•感電などによ0死亡、 
または重傷を負ラ可能性び 
想定される巧容です。 



誤った使いかたをすると、 
けびをしたり周辺の家財に 
損害を与える可能性び想定 
される内容です。 


絵表示の見かた 

A 記号は「ごミ主意く 
ださい」といラ内容 
を表しています。 

A A 

高温注意感電注意 

S ) 記号は r 〜してはい 
けない」といラ禁止の 
内容を表しています。 

分解禁止城れ手禁止 

♦記号は「必ずして 
ください」といラ強制 
内容を表しています。 

运〇 

電源プラグを]必ずする 
ンセントから拖く 


警告 


「故障したまま使用しない、異常が起きた6 

I ずぐに「巧電プラグ J を巧< 

•煙び出ている、変なにおいや音 
がする 

• 本機内部に水や金属び入ってし 

ホつ广_ 

このよラな異常状態のまま使用す 
ると、火災•感電の原因となります。 
すぐに本機の充電プラグを抜いて 
販売店に修理-点検を依頼してく 
ださい。 


使用場所に関ずるご注意 

■ 水蒸気や水のかかる巧に置かない 


分解、改造しない 


• 火災-感電の原因とな0ます。 

• 内部の点検-整備-修理は販売 
店に依頼してください。 

分解禁止 

使用上のご注意 
■中に水が入った5 

A ■万一、本機の内部に水び入った 
場合は、すぐに本機の充電プラ 
グを PC (パソコン）やコンセン 
注貢 卜か5抜いて販売店にご連絡く 

ださい。 


〇 

充電プラグ 
を抜く 



(§) 

水場での 
使用禁止 


• 風呂場では使用しないでくださ 
し、火災•感電の原因となります。 



水濡れ禁止 


•本機は屋巧専用に設計されてい 
ます。城5さないよラにごを意 
ください。内部に水び入ると、 
火災•感電の原因となります。 


■落としたり、破損した状態で使用しない 

A •万一、誤って本機を落とした場 
合や、破損した場合には、その 
まま使巧しないでください。火 
注貢 災•感電の原因となります。充 

電プラグを PC (パソコン）やコ 
ンセントか5抜を、必ず販売店 
にご相談くださし、。 


3 























警告 


■自睹車、オートパイ、または自動車などを 
運転中には絶巧に使用しない 

運転中政がでも、踏切や駅のホー 
ム、車道、工事現場など、周囲 
の音び聞こえないと危険な場所 
では使巧しないでください。 


■ む臓ペースメーカーを装着されている場合は、 
本機を使用しない 

0 * 電波によりぺースメーカーの動 
作に影響を与える原因となりま 


■ 長時間大さな音で使用しない 

0 •本機をご使用になる時は、音量 
を上げすぎないよラにごま意く 
ださい。耳を刺激するよラな大 
をな音量で長時間続けて使用す 
ると、聴力に悪い影響を与える 
ことびお0ます。 


■病院などの医療機関内、医療用機器の近くや、 
飛行機の中では本機を使用しない 

0 ■電波び影響を及ぼし、誤動作に 
よる事故の原因となります。 

禁止 


■ 雷が鳴りだした5本機、接続機器、接続コー 
ドに触れない 


■他の機器に電波障害などが猪生した場含、本 
機の使巧を中止ずる 



•感電の原因となります。 


Q •電波び影響を及ぼし、誤動作に 
よる事故の原因となります。 


接触禁止 


禁止 


A 汪局 


接続に関ずるご注意 _ 

■接続について 

A •充電プラグを抜くときは、ケー 
ブルを引っ張らないでください。 

_ . ケーブルび傷つき、火災•感電 

注意 の原因となることびあります。 

必ずプラグを持って抜いて < だ 
さい。 


取り扱い上の注意 


■ 音量を上げすざない 

A •電源を入れる前には音量（ボ 
U ューム)を最小にしてくださし、。 
過大電流で本機び破損したり、 
注宣 突然大さな音び出て聴力障害な 

どの原因となることびあ0ます。 


■ 巧のような場所に置かない 

Q * 調理台や加湿器のそばなど油煙 
や湯気び当たるよラな場所に置 
かないでください。乂災-感電 
の原因となることびあります。 

^と •湿気やほこ0の多い場所に置か 

ないでください。火災•感電の 
原因となることびあ0ます。 

■ かゆみ-違和感を感じた5使用しない 

Q •使用中にかゆみ-違和感を感じ 
たときは、すぐに使用を中止し 
て医師にご相談ください。 

禁止 
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■ 本機のお手入れについて 

•お手入れの際は、安全のため必ず充電プラグを PC (パソコン）やコンセントか 
5抜いてください。 

•表面の巧れは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞っておさ取ったあと 
乾いた巧で拭いてください。化学ぞラきんなどをお使いになる場合は、それに 
添付のを意書さなどに従ってください。 

•シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装 
び落ちたり変形することびあります。 


〇 

充電プラグ 
を巧く 


本機に接続できる口 od およびデジタルオーディオプレーヤーについてに日08年目月現在） 

本機のトランスミッターには、政下の iPod やデジタルオーディオプレーヤーを接続することびでき 
ます。 

• iPod コネクタを使用ずる機種 

Pod コネクタを装備した下記の iPod び接続でさます。 

•iPod with dock connector •iPod mini •iPod with color display 

•iPod nano (第 1•2-3-4 世代 ） •iPod with video •iPod classic •iPod touch 

• ¢3.己ステレオミニジャックを使用ずる機種 

iPod コネクタを持たず、ゆ3.日ステレオミニジャック型のへッドホン端テを持つデジタルオー 
ディオプレーヤー。 


ご’;主意 

• 本機との接続の前に、必ずお使いの iPod を最新のバージョンにアップデートしてください。 

詳細は、 Apple 社のホームページのサポートのソフトウェアアップデートをご富くださし、。 
•本機で操作（音量調整を除く）でさるのは、 iPod コネクタで接続した機種のみです。 


電波について 

本磯を使用する周波数帯（乙 4 GHZ ) では、電子レンジ等の産業•科学•医療用機器のほか、免 
許を要する工場の製造ラインで使用されている移動体識別用の構内無線局、免許を要しない特定 
ル電力無線局やを許を要するアマチュア無線局などび運用されていまず。 

他の機器との干渉を防止するために、政下の点に十分ごま意いたださご使用<ださい。 

• 本機を使巧する前に、近くで他の無線局び運用されていないことを確認してください。 

•万一、本機か5他の無線局に対して有害な電波干渉の事例び発生した場合、速やかにご使用の 
周波数を変更するか、使用を停止してください。混信回避のための処置等については、コール 
センター（本書14ページに記載）へご相談ください。 

• その他、本機か日移動体識別用の特定ル電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して、有書 
な電波干渉の事例び発生した場合など、何かお困りのことび起さたとさは、コールセンター（本 
書14ページに記載）へお問い含わせください。 

• 本機は電波を使巧しているため、第3ちび故意または偶然に傍受することび考え5れます。 

重要な通信や人命にかかわる通信には使用しないでください。 

• 次の場所では本機を使巧しないでください。 

ノイズび出た0、音び途切れて通常のご使巧びでさないことびあります。 

•吕 .4 GHZ 用周波数帯域を利用ずる、無線 LAN 、 電子レンジ、デジタルコードレス電話、 
Bluetooth などの機器の近くでは、電波が干渉して音が途切れることがありまずが、本機 
の故障ではありません。 

•ラジオ、テレビ、ビデオ、 目 S / CS チューナーなどのアンテナ入力端子を持つ A V 機器のお 
くでは、音亩や映儘にノイズび入ることびありますび、本機の故障ではありません。 





各部の名前と主な働を 


■ ワイヤレスへッドホン 


ちち側（前部） 

R の表示びあります。 



へッドバンド調節部 

へッドバンドの長さを 
調節します。 


ィャーパッド 

の/再生•一時停止ボタン 

トランスミツ女一とへツドホン 
のペア U ングを行います。 

また、曲の再生•一時停止をし 

ます。 

w/w ボタン 

前後の巧を選びます。 

また、長押しで早送り、 

早民ししまず。 （ iPod のみ) 

電源 ON/OFF スイッチ 

3秒政上押し続けて電源を 
オン/オフします。 


巧電用コネクタ 

付属の巧電用ケーブルを使って、 
PC (パソコン）またはコンセント 
から巧電します。 



ち耳側（後部） 

R の表示びあります。 


POWER インジケーター 



LINE IN 端子 

付属のステレオ S ニプラグケーブル 
C へッドホン接続巧）を使って、有線 
へッドホンとしても使用できます。 


VOL コント□—ル 

上から押すことで音量 
を調整します。 


■トランスミッター 


■巧電用 AC アダプター 


サイド□ックボタン 

iPod を取りがすとを 
両側より内側に 
巧します。 


電源 ON/OFF 
スイッチ 

電源をオフにする場 
合は、己砂じ(上巧し 
続けます。 



LINE IN 端テ—— 

付属のステレオ S 二 
プラグケープル（卜 
ランスミッター接続 
巧）でデジタルオー 
ディオプレーヤーの 




\ I 


へッドホン端子など 
と接続します。 


iPod コネクタ 

iPDd を接続します。 


POWER 

インジケーター 

電源びオンのとさに 
点滅/点巧します。 


巧電インジケーター 


巧電用コネクタ 

付属の充電巧ケー 
ブルを使って 、 PC 
(パソコン）また 
はコンセントから 
充電します。 


コンセントか5トランス S ッ 
ター、ヘッドホンに充電するとき 
に使用します。 



巧電巧コネクタ 

付属の充電用ケーブル 
を接続します。 

《 ] 0 0 V 専用 
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へッドホンとトランスミッターのペアリングを行う 


本製品のヘッドホンとトランスミッターは工場出荷時にすでに「ペアリング」と呼ばれる相互通信の 
ための処理び行われているため、お買い上げいただいた時からワイヤレスへッドホンとしてお楽しみ 
いただけますび、まれに何5かの原因により「ペアリング」び解除されてしまった場合（ヘッドホン 
の P 日 WER インジケーターの青色 LED び点滅したままになっている）は、政下の手順に従って「ペア 
U ング」を行ってください。 

ごを意 

「ペア U ング」の前にへッドホンとトランスミッターの両方が充分に充電されている必要びあります。 




トランスミッターを「ペアリング」モードにずる 

トランスミッターの電源日 N / 日 FF スイッチを3秒程度押してくださ 
い。_ 

P 日 WER インジケーターの青色 LED と赤色 LED び交互に点滅し、「ぺ 
ア U ング」モードになります。 


2 



3 



へッドホンの電源を入れる 

へッドホンのち 〔 R ) 側にある電源日 N / 日 FF スイッチを3秒!^处上巧して 
ください。 P 日 WER インジケーターの青色 LED びゆっくりと点滅し 
ます。 


ヘッドホンの ID ボタンを押して「ペアリング」をする 

トランスミッターとへッドホンを互いに 30 cm 程度の距離に近づけ、 
へッドホンのち ( F 0 側にあるのボタンを3秒し: LL 押してください。 
「ペアリング」び始まります。 



4 . 「ペアリング」の完了 

へッドホンとトランスミッター両方の P 日 WER インジケーターの青 
色 LED び点灯すると「ペアリング」の完了です。 


ごを意 

上記の操作で「ペアリング」がラまく行われなかった場含は、一度ヘッドホンとトランスミッター両方の電 
源を r 日 FF 」 にし、「ペアリング」を行う周囲の他のワイヤレス製品を一度停止してから、再度上記 f 〜3 
の手順に従って操作をし直してください。 























へッドホンを使う 


{^ツドホンを使5 GPod コネクタ装備の口 od の場を) 




へッドホンの電源を入れる 

へッドホンのち巧)側にある電源日 N / OFF スイッチを3秒政上巧して 
ください。 PCWVER インジケーターの青色 LED び点滅します。 

ごま意 

本磯は工場にてチェック用にかし充電をしておりますび、ご購入後、最 
初にご使用になる前に付属の巧電用 AC アダプターを使用して、8時間程 
度充電してか b ご使用ください。 


2 


トランスミッターの iPod コネクタと iPod を接続ずる 



iPod コネクタは正しい方向で接続してください。 



トランスミッターの電源を入れる 

トランス5ッターの電源 ON / OFF スイッチを巧してください。卜 
ランス5ッターとへッドホン両方の POWER インジケーターの青色 
LE □び点滅か6点打に変わりまず。 
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iPod で好きな音楽を再生ずる 


公 



使い終わった日、へッドホンの電源を rOFFJ にする 

へッドホンのち旧)側にある電源 ON / OFF スイッチを3砂！; Lb 巧し続 
けます。へッドホンとトランスミッター両方の POWER インジケー 
夕一びミ肖えて、 電源びオフにな0ます。 

ごミち意 

使い終わったら必ず電源をオフにしてください。オンのままにしておき 
ますと、自然放電により4時間程度で電池びなくなる場含びあります。 
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へッドホンを使う 



■ 本機による iPod との連動動作 

UTF の連動動作びできますび、 iPod の機種や再生する ソースに よっては、一部の機能び動作しないこ 
とびあ0ます。 

• 再生/一時停止動作 

へッドホンの I □ボタンを押すと、曲の再生/一時停止びできます。 

• スキップ動作 

へッドホンの！ボタンを押すと、前後の巧び選べます。 

♦早送り/早戻し動作 

へッドホンの W / W ボタンを押し続けると、早送り/早戻しびできます。 

ごミ主意 

• iPod のビデオを再生する場合は、連動動作しません。 

•へッドホンのバッテ U —残量が少なくなると、連動動作びでさない場合びあります。そのよラな場含は、 
付属の充電用アダプターで充電してお使いください。（陪=1 ] ページ） 
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へッドホンを使う 


{^ツドホンを使5 (iPod] ネクタ雜たな WPodS よびその他のデジタルオ-ディオプ 1/-サ-の場合) 



へッドホンの電源を入れる 

8ぺージの手順^の操作を行います。 
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トランスミッターとデジタルオーディオプレーヤーを接続 



プレーヤー 


する 

付属の ゆ 3.日ステレオ S ニ プラグケーブル（トランス S ッター接続巧） 
を使って、デジタルオーディオプレーヤーのへッドホン端テとトラン 
ス S ッター底部にある LINE IN 端テを接続します。 

ごミち意 

•この接続の場合は、デジタルオーディオプレーヤー側の操作〔再生- 
早送り-早戻し）等はへッドホン側では行ラことができません。直接 
デジタルオーディオプレーヤー側で操作して<ださい。 

• LINE IN 端子を使うときは、同時に iPod コネクタに iPod を接続しない 
でください。 iPod やデジタルオーディオプレーヤー及び本機の故障の 
原因とな0ます。 
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(D/ID 



トランスミッターの電源を入れる 

8ページの手順 3 の操作を行います。 


4 デジタルオーディオプレーヤーで好をな音楽を再生する 

•デジタルオーディオプレーヤーの操作については、お手持ちのデジ 
タルオーディオプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


公 



使い終わった日、ヘッドホンの電源を roFFj にずる 

8ページの手順 5 の操作を巧います。 

ごミち意 

デジタルオーデイオプレーヤーの電源は、オフになりません。 
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へッドホンを使う 



ワイヤレスへッドホンおよびトランス5ッターは、(下の二通0の方法で充電でさまず。 

■ 付属の充電用 AC アダプターを使用する場合 


へッドホン本体 


トフ ンスミツ ター 


家庭用 AC100V 



ごを意 

ヘッドホンやトランスミッターを充電する場合は、 iPod やデジタルオーデイオプレーヤーをはずし、ヘッド 
ホンとトランス S ッターの電源をオフにしてか5充電を巧って<ださし、。 


■パソコン ( PC ) の USB ポートを使用ずる場合 

デスクトップパソコンまたはノートパソコンのどちらでち使用でをます。 


へッドホン本体 


トランスミッター 


パソコン 


家庭用 AC100V 




ごミ主意 

• ノートパソコンの US 巨端テを使用する場合は、ノートパソコンの電源は必ずコンセントから給電してお 
使いくださし、。 

•ヘッドホンやトランスミッターを充電する場含は、 iPod やデジタルオーデイオプレーヤーをはずし、へッ 
ドホンとトランスミッターの電源をオフにしてから充電を行ってくださし、。 
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へッドホンを使う 


■巧電について 

ワイヤレスへッドホンおよびトランスミッターを充電する隙、 P 日 WER インジケーターびしソ下のよ 
うにな0ます。 

•巧電開始直後および巧電中：赤色に点な 
•巧電完了時：消な 

ごを意 

• 付属の充電用 AC アダプターおよび充電用ケーブルを必ず使用して充電してください。付属のもの政がを 
使用すると、故障の原因になります。 

•充電するとへッドホンやトランスミッターび少、し熱くなりますが、故障ではありません。 

■ 巧電式電池取り換え時期のめやず 

充分に充電しても使用できる時間び菅しく低下した5、充電式電池の取り換え時期です。 

お買い上げ店または14ぺージの「オンキヨーご相談窓□•修理窓口のご案灿に記載のオンキヨーコー 
ルセンターへお問い合わせください。 


イヤーパツドを交換する 


イヤーパッドは消爲品です。汚れたり、破損した場含は、下記の手順でイヤーパッドを交換してくだ 
さい。 

このイヤーパッドは市販されていませんので、お買い上げ店または14ページの「オンキヨーご相談 
窓口 -修理窓口のご案内」に記載のオンキヨーコールセンターへお問い合わせください。 

1. 古くなつたイヤーパッドをはずず 

2. イヤーパッドを八ウジングの夕+周に合わせるよラにはめ込む 



巧電式電池について 


• 指定された充電器 L 处がで充電しない。 

•火の中に入れない。分解、加熱しない。 

•火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使用-保管しない。 
• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


曰本国巧での充電式電池の廃棄について 


敏 

Li-ion 


リチウムイオン電池は、リサイクルできます。不要になったリチウムイオン電池は、 
金属部にセ□八ンテープなどの絶縁テープを貼って充電式電池リサイクル協力店 
へお持ちください。 

充電式電池の回収- U サイクルおよびリサイクル協力店については有限責任中間 
法人 JBRC ホームぺージ 

http :// www . jbrc . net / hp / contents / index.html 
を参照してください。 
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主な仕様 


※仕様および外観は性能向上のため、予告なく変更することびあります。 


■ ワイヤレスへッドホン 

形式 

:ダイナ S ック型 

ドライバ.ーユニット 

:□径3日 mm 

定格出力 

: 20 mW 

出カレベル 

: O.SVrms (1 kHz ) 

周波数特性 

:已日〜20,0日日 Hz 、 一 3 d 巨 

SN 比 

:日1服 

外形寸法 

:1己已(幅） XI 7己(高さ） X 己4(奥行 ) mm 

質量 

:約]日已畳〔内蔵の U チウムイオン電池含む） 

■ トランスミッター 

US 巨 1.1 華拠 


使用帯域 

: ISM バンド2.401 GHz 〜2.477 GHz 

選択チャンネル数 

:40 ch (2.401 GHz - 2.477 GHz ) 

外形寸法 

: 46 川畐） X 日日(高さ） X 17 (奧行 ) mm 

質量 

:約3曰旨（内蔵の U チウムイオン電池含む） 

■ワイヤレスヘッドホン、トランスミッター共通 

電源 

:リチウムイオン電池（内蔵） 

電池持続時間 

:約8時間[内蔵 U チウムイオン電池フル充電時] 

巧電時間 

:約3時間（フル充電）※初回のみ8時間の充電を推奨 

動作温度 

:10。{：〜3曰で 

修理について 


■ 保証書 

保証書は、本取扱説明書裏表紙に付属しています。 
所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちう一度よくお読みいただき、 
お調べください。本機し U がの原因ち考え5れま 
す。ご使巧の他のオーディオ製品ちあわせてお 
調べください。それでもなお異南のあるとをは、 
充電プラグを抜いて修理を依頼してください。 
修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い 上 
ばの販売店、または14ページの「オンキヨーご 
相談窓口 -修理窓□のご案内」記載の修理窓 □ 
までお知5せ < ださい。 

おち前 

^お電話番号 
^ご住所 


►製品る [ MHP - UW 2 I 


■ オンキヨー修理窓口について 

詳細は14ページの「オンキヨーご相談窓□•修 
理窓口のご案内」をご覧ください。 

■ 保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証書 
をご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売巧ま 
たは14ページのオンキヨー修理窓□へご相談く 
ださい。詳細は裏表紙の保証書をご覧ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、または14ぺージのオンキヨー修 
理窓□へご相談ください。修理によって機能び 
維持でをる場合はお客様のご要望によ0有料修 
理致します。 

■ 捕修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切0後8年間 
保有しています。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品です。保有期間 
経過後でち、故障箇所によっては修理巧能の場 
含びあ0ますのでお買い上げ店、または14ぺ一 
ジのオンキヨー修理窓□へご相談ください。 


^できるだけ詳しい故障状況 








オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案内 


電話でのお問い合わせ： 

オンキヨーコールセンター 

ご購入相談、機能•取り扱い相談、修理窓 □ 
電言ま番号： 〇已 0-3 161 -9 已己己 

•受付時間：月〜金曜曰]〇 : 日〇〜 18 : 日 0 
仕•曰-祝曰-弊社の定める 
休業曰を除きます） 


メールフオームによるお問い合わせ： 
http://www.jp.onkyo.com/ か5 
オンキヨ^—ホームぺージを開ぐ 

i 

► サービス•ヴポートをクリック 

i 

「メール（フオーム）によるお問い含ねせ J の rpc 
周辺機器に関するご購入相談•機能取扱」をク 
リックしてください。 


製品に関ずる最新情報などは： 

ホームページ アドレス 

http :// www . jp . onkyo . com / 

をご参照 < ださい。 


ご購入されたとをにご記入ください。 

修理を依頼されるとをなどに、お役に立ちまず。 

ご購入年月日: 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

Tiyta - 战巧ち紅 

本社大阪府寝屋リ1巿日新町 2-1 干 572-8540 


I ONKYO I 

I HOMEPAGE I 
http://www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方まについてのお問い合わせ先：コールセンター 
a 〇已 0-3] 白]■白已已己受付時臣 110 ； 00〜18 : 00 
(±’曰•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 

サービスとサポートのご案内： http://www.jp.onkyo.com/support/ 


SN 2934490 SA 

(C) Copyriaht 2008 ONKYO CORPORATION Japan. All hah ね reserved. 
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ONKYO 音響映像機器保証書 I 持込修理 


本書は、本書記載内容で無料修理を行ラことをお約束するちのです。お買い上げの曰か5下記期 
間中故障び発生した場合は、本書をご提示のラえ、お買い上げの販売店または14ページのオン 
キヨー修理窓□に修理をご依頼ください。 


品番 

MHP-UW 己 

お買い上げ日 

年月日 

お 

客 

様 

おる前 

様 

保証期間 

(お買い上げ日より） 

本体 1年 

ご住所干 

電話番号 （） 

取扱販売店る-住所-電話番号 


♦お客様へのお願い 

お手数ですび、ご住所、お名前、お電話番号をわかりやずくご記入ください。 

♦ご販売店様へ 

お買い上げ曰、貴店名、住所、電話番号を記入のラえ、保証書をお客様へお渡しください。 
7ryt3-]Hi 巧ち打〒己 72 - 8 日 4 日大阪府寝屋リ怖日新町 2 番1号 


〈無料修理規程〉 

本保証書は保証期間中、商品の八ードウIアを保障 

するちのです。 

1.取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意にしたがつ 
た使用状態で故障した場合には、お買い上げの販 
売店またはオンキヨー修理窓□にて無料修理いた 
し宗9 〇 

と保証期間巧に故障して無料修理をお受けになる場 
合には、商品と本書をご持参ご提示のラえ、お買 
い上げの販売店またはオンキヨー修理窓□にご依 
頼ください。ご返送は脾社負担ですび、送られる 
とさは送料をご負担ください。 

3. ご転居、ご贈答品等で本保証書に記入してあるお 
買い上げの販売店に修理がご依頼でさない場合に 
は、14ページの「オンキヨーご相談窓□-修理窓 
□のご案內」をご覧のラえ、オンキヨー修理窓 □ 
にご相談ください。 

4. 保証期間内でち次の場合には有料修理になります。 

1) 使用上の誤りまたは不当な修理や改造による 
故障および損傷 

2) お買い上げ後の取巧場所の移動、落下等によ 
る故障および損傷 

3) お客様のご要望による出張修理を行う場含の 
出張料金 

4) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、 
公害、塩害、ガス害〔硫化ガス等)、異萬電圧、 
指定がの使用電源（電圧•周波数)、水掛かり 
等による故障および損傷 

巳）一般家庭用政が（例えば、業務用の使用、車両- 
船舶への搭載等）に使巧された場合の故障お 
よび損傷 


目）消耗品(各部ゴム、電池、レコード針、キャ U 
ングケース、イヤークッション等)の交換 

7) 本書の提示びない場合 

8) 本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店 
名の記入のない場含あるいは文字を書さかえ 
られた場合 

日）故障の原因が本製品政列•の他社製品にある場含 
巳.本書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

6 . 本書は巧発行いたしませんので紛失しないよラに 
大切に保管してください。 

7. 故障-その他による営業上の機会損失は当社では 
保証いたしません。 

修理メモ 


※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもと 
において無料修理をお約束するちのです。した 
びってこの保証書によってお客様の法律上の権利 
を制限するちのではありませんので、保証期間経 
過後の修理等についてご不明の場合は、お買上げ 
の販売店または14ページの「オンキヨーご相談 
窓口 •修理窓□のご案内」をご K のラえ、オンキ 
ヨー修理窓□にお問い合わせください。 

《保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期 
間について詳しくは取扱説明書13ページをご富く 
ださし、。 
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